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突然「機械学習プロジェクトをやってくれ︕」と⾔われて困ってませんか︖
ビジネスに適⽤するための機械学習システム開発プロジェクトの進め⽅

上総 ⻁智
機械学習プロトタイピングソリューションアーキテクト
アマゾン ウェブ サービス ジャパン 株式会社



⾃⼰紹介

上総 ⻁智
機械学習ソリューションアーキテクト

好きなAWSサービス
• Amazon SageMaker
• AWS StepFunctions Data Science SDK



本セッションでお話すること

1. 機械学習システム開発プロジェクトの流れ
2. 機械学習プロジェクトを成功させるためのポイント
3. アマゾン ウェブ サービス (AWS) の機械学習系サービスについて

お話ししないこと
• 機械学習そのものやアルゴリズムについて
• AWS 機械学習サービスの詳細について
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機械学習システム開発プロジェクトの流れ



ビジネス適⽤のための機械学習活⽤プロセス
ビジネス課題からスタートする

• 試⾏錯誤のループを回して評価することを前提とする

ビジネス課題

データ収集

評価データ分析
or 機械学習



試⾏錯誤における2つのループ
• ビジネス適⽤からのフィードバックを得るループ
• 機械学習モデル開発のループ

ビジネス課題

データ収集

評価データ分析
or 機械学習



ビジネス適⽤からのフィードバックを得るループ
実施しているアプローチがビジネス価値を⽣み出すかを確認するためのた
めの試⾏錯誤

ビジネス課題

データ収集

評価データ分析
or 機械学習

機械学習
モデル開発

ビジネスKPIと
機械学習課題を紐付ける



機械学習モデル開発のループ
取り組む機械学習課題の中でモデルの精度向上のための試⾏錯誤

ビジネス課題

データ収集

評価データ分析
or 機械学習
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• ビジネス適⽤からのフィードバックを得るループ
• 機械学習モデル開発のループ

ビジネス課題

データ収集

評価データ分析
or 機械学習
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機械学習プロジェクトを成功させるポイント



2つのループをいかに⾼速に回せるか



ビジネス価値につながらないものは

「なるべく作らない」を考える



試⾏錯誤を阻害する要因
試⾏錯誤の過程で、ビジネス上の価値を創出する以外の活動に時間を使っ
てしまうと、プロジェクトの成功が遠のいてしまいます。

ビジネス課題

データ収集

評価データ分析
or 機械学習



開発環境構築
• 必要なリソースの⾒積もりと購⼊の決断
• 開発チームで均⼀な開発環境構築
• フレームワークのインストール，バージョン管理

機械学習モデルの学習
• CPU/GPU など⽤途にあったハードウェア環境提供
• スケーラブルな分散学習構築と広帯域な通信環境

運⽤
• 推論環境の準備とモデルのホスティング
• 機械学習と異なるスキルセットが求められる

Photo by Victor Freitas on Unsplash

機械学習開発での Undifferentiated Heavy Lifting

https://unsplash.com/photos/WvDYdXDzkhs%3Futm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText
https://unsplash.com/%3Futm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText


機械学習プロジェクトを進めるためのポイント

1. 最初から⾼度で完璧な解決を⽬指さない

ü 開始当初は無理して独⾃の機械学習を開発せず⼿間がかからないものから効果を確認

ü ビジネスへ貢献できると評価できれば徐々に⾼度化

2. 試⾏錯誤の中で取り組む内容が変わることを前提に

ü 変わる⼿段に応じて素早く試⾏錯誤ができるように マネージドサービス を活⽤

ü 多様なサービスに対応できるようにデータを収集、保存する
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機械学習開発における「⼿間がかからない」とは︖
1.モデル開発を⾏わず学習済のモデルを活⽤する

2. データを準備して提供されているモデルを学習させて活⽤する

3. 独⾃のモデルとデータを準備して学習して活⽤する
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AWS の機械学習スタック: サービスの提供形態
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必要となるリソースや難易度が下がっていく

事業に集中できるサービスモデルを提供することがクラウドの価値



2つのループをいかに⾼速に回せるか

そのために「なるべく作らない」を考える
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AWS が提供する機械学習系サービス
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AI サービス: 機械学習の深い知識なしに利⽤可能

ML サービス: 機械学習のプロセス全体を効率化するマネージドサービス

ML フレームワークとインフラストラクチャ: 機械学習の環境を⾃在に構築して利⽤
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AWS によってチューニングされた機械学習モデルを
API で簡単に利⽤できるマネージドサービス群



⽬的に応じてご活⽤頂ける AI サービス
13種類の AI サービス

静⽌画・動画認識 ⾳声処理 テキスト処理 チャットボット

時系列データ予測 レコメンデーション 不正検知 検索 ⾃動コードレビュー
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1. 開発者はモデルの学習を⾏わず学習済のモデルを活⽤する



⽬的に応じてご活⽤頂ける AI サービス
13種類の AI サービス

静⽌画・動画認識 ⾳声処理 テキスト処理 チャットボット

時系列データ予測 レコメンデーション 不正検知 検索 ⾃動コードレビュー

2. 必要なデータを準備するだけでモデルが学習されて利⽤できる
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機械学習の開発・学習・デプロイといった開発プロセスを
サポートするマネージドサービス
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画像認識ソリューションを作りたい時



猫識別ソリューションを開発する場合

• 飼っている猫の飼育⽇記を残したい
• スマートフォンの中に⼤量の写真がある
• 猫が写っている写真だけをうまくピックアッ

プしたい

開発の背景

課題解決の⽅法
• 機械学習の活⽤による画像識別



猫識別ソリューションを開発する⼿順
実現したい内容に従って機械学習モデルを開発し、実際に適⽤してみて課
題解決できているかを評価します

ビジネス課題

データ収集

評価データ分析
or 機械学習



猫識別のための機械学習モデルを開発する⼿順
1.モデル開発を⾏わず学習済のモデルを活⽤する

2. データを準備して提供されているモデルを学習させて活⽤する

3. 独⾃のモデルとデータを準備して学習して活⽤する
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Amazon Rekognition とは

• 深層学習に基づく画像・動画分析サービス
• Rekognition API に画像・動画を送るだけで簡単に対象物・⼈やテキストの検出、シーン・アク

ティビティ認識や不適切コンテンツの検出ができる
• 顔認識の API を利⽤すると、⼤規模な画像のコレクションの中から似た顔を⾒つけることがで

きる



Amazon Rekognition で猫の検出が可能
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Amazon Rekognition Custom Labels とは

• Amazon Rekognition で⽤意されているアルゴリズムに独⾃の画像データを学習させて機械学
習モデルを作成することができる

• ラベル付けを⾏うために SageMaker Ground Truth をご活⽤頂くこともできます

学習⽤データ 推論結果
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Amazon SageMaker でできること
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まとめ



本セッションのまとめ
1. 常にビジネスKPIへの貢献へ集中する
• なるべく解決しなければいけない本質的な課題、ビジネス価値の⾼いものに取り組めるよ

うにするべき

2. 2種類の試⾏錯誤を⾼速に⾏えるように
• 機械学習モデルの開発は⼿間のかからないものから徐々に⾼度化
• 差別化につながらない重労働は最⼩限に

3. 試⾏錯誤を柔軟に⾏える環境つくり
• 沢⼭ある選択肢から、適切なサービスを選んで活⽤
• データレイクを構築することで、多様なサービスでのデータ活⽤を容易に



Thank you!
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AWS トレーニングと認定

AWS トレーニングを活⽤し、
ビジネスを牽引する⼈材の育成

と組織作りを促進する

AWS トレーニング活⽤事例 ≫

ウェビナーやのデジタルトレー
ニングを受講して、個⼈のスキ

ルアップを⽬指す

AWS デジタルトレーニング ≫

認定取得を⽬指して知識を底上
げし、AWS の経験とスキルを

証明する

AWS 認定の詳細 ≫

aws.amazon.com/training
詳細を⾒る ≫

https://aws.amazon.com/jp/training/case-studies/%3Ftrk=ha_summit_slide_2020_jp
https://pages.awscloud.com/Digital-Learning-Training-Certification_jp.html%3Ftrk=ha_summit_slide_2020_jp
https://aws.amazon.com/jp/certification/%3Ftrk=ha_summit_slide_2020_jp
https://aws.amazon.com/jp/training/course-descriptions/%3Ftrk=ha_summit_ppt_jp2020



